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［ ごあいさつ ］

本年度は、中期経営計画「MVIP2017」の初年
度にあたります。

私たちニッスイは、この中期経営計画「MVIP 
2017」（以下中計）にて、「変化に対応し差別化がで
きる独自の技術力を持つメーカーを目指す」、「ＣＳＲ
に根差した経営を推進し、広く社会に貢献すると共に
財務体質を強化し企業価値を高める」ことを掲げ、
その実現に向け進めてまいります。

中計では、「地球や海の資源を持続的に有効活
用し、環境を大切にする」ことを基本方針としてい
ます。

中計で強化する重要分野として、ニッスイグループ
は養殖事業を積極的に進めており、国内外でさまざま
な魚種の養殖事業の高度化に取り組んでいます。

今年度新たな拠点として、鳥取県境港市で銀ざけ
の養殖事業をスタートいたしました。

稚魚の淡水養殖、海面の生簀への移動、加工・
出荷まで一貫管理できる生産施設を作り、水揚げ～
加工まで最短１０分という鮮度にも配慮した養殖拠
点です。

また、自動給餌機による飼料の供給により食べ残
しによる餌の散乱を防ぎ、海の環境を汚さないよう
当社独自の技術で環境にも配慮しております。

日本水産株式会社
代表取締役 社長執行役員

細見 典男

地球や海の資源を持続的に有効活用する、
CSRに根差した経営を推進します。
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新しい地域のブランド「境港サーモン」として認知
度は高まっており、地元の社会にも貢献する活動を
続けてまいります。

また、従来から取り組んでいますＣＯ2、水、廃棄
物の削減（リデュース）、ゼロエミッションへの取り組み

（リサイクル）、容器包装材料の減量化、グリーン購
入等を継続して行い、環境負荷削減に向け進めてま
いります。

ニッスイグループでは、各拠点の従業員による地
域清掃活動「クリーンアップ作戦」を２０１０年より開
始し、９回目にあたる２０１４年１０月には８８事業所から
１，２０３名の従業員が参加して、各地域の皆様とのコ
ミュニケーションを図り環境を大切にする活動を続け
ています。

また、従業員が自主参加できる環境意識向上活動
を推進すべく、里山保全体験、河川保全体験、里海
保全体験を企画して、海と大地との共生を学んでい
ます。

ニッスイグループは、自然の恵みをいただき事業を
営んでおり、資源を大切にし、地球や海に感謝の心を
持って接することを企業姿勢の基本としています。

今後も、この企業姿勢の下で、中計達成に向け、
従業員一丸となって取り組んでまいります。

この報告書は、ステークホルダー（お取引先、従業員、株主、消費者、地域社会の皆さま）に向けて、
日本水産（株）の環境への取り組みについて報告するもので、今回で11回目の発行となりました。
環境保全活動の数値データについては、日本水産（株）個別に加え、国内の一部のグループ会社も
含んで掲載し、内容の充実を図りました。
環境保全活動の数値データについては、2014年度（2014年4月〜2015年3月）のデータを掲載し
ています。環境マネジメントシステムや具体的な取り組み事例などについては、2014年度の活
動を中心に2015年9月までの活動を掲載しています。
日本水産（株）個別と国内の連結子会社・一部のグループ会社を対象としています。環境保全活動
の数値データは、日本水産（株）の事業所と国内の連結子会社26社のデータを合算しています。
環境省「環境報告ガイドライン2012」
日本水産（株）環境オフィス　〒105-8676 東京都港区西新橋1-3-1 西新橋スクエア
Tel:03-6206-7079  Fax:03-6206-7080
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創業の理念・環境憲章と
中期経営計画「MVIP2017」

変化に対応し、独自の技術力でお客様に多様な価値をお届けするメーカーを目指す。そんなビジョンを持つニッス
イグループの中期経営計画「MVIP2017」がスタートしました。創業の理念・環境憲章に基づき、特に水産資源アク
セスにおいて、養殖魚の安定した生産技術と能力を備えた企業として、世界の人々のいきいきとした生活に貢献し
ながら、さらなる成長を実現します。

水産資源を核に、独自の技術力で多様な価値を創造する、グッドカンパニーヘ。

「水の水道におけるは、水産物の生産配給における理想である」
海洋資源は世界至る処でこれを求め、できるだけ新鮮な状態で貯え、世界各市場にいわば
水道の鉄管を引き、需要に応じて市価の調節を図りつつこれを配給する。

創業以来受け継いできた5つの企業遺伝子のもと、
CSRに根ざした経営を推進し、広く社会に貢献します。

水産物を通してくらしを支える、ニッスイグループの原点です。

水産資源を通して世界の人々の生活と未来に貢献することが、
ニッスイグループの使命です。

私たちは、水産資源の持続的利用と地球環境の保全に配慮し、水産物をはじめとした資源から、
多様な価値を創造し続け、世界の人々のいきいきとした生活と希望する未来に貢献します。

Make Value through Innovative Plan 
私たちはイノベーションを通じて

価値を創り出します  

Most Valuable Impressive Player
一人ひとりが社会や会社にとって、

価値ある存在、共感を持たれる存在でありたい

・水産物をはじめとした資源からグローバルネットワークを構築します。
・研究開発とマーケティングを重視し、生活者視点に立った価値と機能の創造を目指します。
・起業家の志を持って、さまざまなイノベーションの実現に取り組みます。
・地球や海の資源を持続的に有効活用し、環境を大切にします。
・企業としての社会的責任を果たしブランド価値を向上します。

変化に対応する独自の技術力を持つメーカー
水産資源を核に多様な価値を創造し、
お届けするグッドカンパニー

水産、食品、ファインケミカルの３事業の個々の強化に加え、それぞれの事業の境目となる分野で融合を進めるこ
とで、より高い成果を目指します。ファインケミカル事業をさらに先鋭化させるとともに、長年培ってきた水産事業
を核としつつ、 水産および食品事業の連携をさらに強化することで成長を実現します。

時代とともに進化する、ニッスイグループにご期待ください。

主な事業戦略

中期経営計画「MVIP2017」における経営の基本方針

水産事業戦略
・資源へのアクセスを強め価値の最大化を図ります。
・安定した利益を出し続ける事業構造に進化させます。 

食品事業戦略
・収益基盤を強化すると共に、ニッスイグループの強みを活かした成長分野を開拓します。

ファインケミカル事業戦略
・機能性脂質R&D技術による競争力とEPA情報資産のフル活用により、健康分野で抜群の存在感を示します。 

グループ経営戦略 
・グループ個々の企業戦略を尊重しつつ、グループとしてのガバナンスを強化するとともに、専門組織を置き、

企業個々の進捗管理体制を強化します。

R&D戦略
・競争力があり、差別化が可能な独自技術に根差した開発を進めます。
・中長期の開発を重視したR&D推進体制を構築します。

1

2

3

4

5

中期経営計画「MVIP2017」　前中計の考え方を受け継ぎ、水産物を核とした成長を実現します。

創業の
理念

ニッスイ
グループの
目指す姿

ニッスイの
遺伝子

使命感
お客様を大切にする 現場主義

グローバル イノベーション

QA：フードディフェンスの深化　CSR:コーポレートガバナンス強化、コーポレートブランド検討

ファインケミカル事業
●医薬品の拡大
●機能性原料の海外展開
●機能性食品の拡大

●養殖事業の深化
●養殖鮭鱒の拡大
●短期養殖の事業化

●No.1カテゴリーの進化
●新カテゴリーでの
 総菜型商品展開

エンジニアリング 海洋事業 ロジスティックス

海外（グループ）

R&D：開発機能の強化、養殖技術の深化、工場ラインの最適化

機能性
表示食品

通信販売 魚油

●和食を中心とした成長

食品事業 水産事業

・調味料
・近海魚の活用
・水産品食材化
・総菜（HMR）、メニュー
・鮭鱒・魚卵の拡大
・すりみの利用拡大
・海外販売

戦略展開のポイント
事業の枠を超え、
事業境目領域で融合・連携を深め、
拡大し成長する。

1 自然環境及び生物多様性の保全と、資源の持続的利
用に配慮した活動を推進します。

2 省エネ、省資源、廃棄物の削減、容器包装の減量化、
グリーン購入等による環境負荷低減活動を通じ、循環
型社会形成に向け、継続的に努力します。

3 環境マネジメントの仕組みを構築し、その効果的な運
用を目指します。また、環境監査を実施し、環境関連
の法規制等の遵守を徹底します。

［ 行動方針 ］

自然の恵みを受けて仕事をする当社においては、資源を大切にし、地球や海に感謝の心を持っ
て接することを企業姿勢の基本としています。
私たちは、地球環境と調和・共生できるような、グローバルな事業活動を展開し、持続可能な
社会の構築に、継続的に取組みます。

環境憲章　ニッスイは、日々の業務を通じて環境憲章の実践を目指します。

4 環境教育を通じて、社員一人一人の環境意識の向上を
図ります。

5 社会に対して、環境コミュニケーション活動を行うとと
もに、地域社会との環境に配慮した共生を重視して行
きます。

6 この環境憲章は、グループ各社においても共有化する
ように努めます。

環境
理念
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お客様とともに  「海から、健康EPA life」特集1

特集1 お客様とともに

水産資源を活かした、お客様の健康に貢献する企業を目指して。ニッスイは、毎日おいしく手軽にEPA＊1・
DHA＊2を摂っていただきたいという思いを込めた新ブランド「海から、健康EPA life」を立ち上げました。
EPA・DHAの含有量を数字と★の数で示す幅広い商品群で、おいしい健康習慣を提案していきます。
＊1 EPA：エイコサペンタエン酸　＊2 DHA：ドコサヘキサエン酸

「機能性表示食品制度」を活用して、お客様の健康生活を応援します。

「機能性表示食品制度」とは、科学的根拠に基づき、健康の維持や増進に役立つ食品の機能をパッケージに表示する
ことができる制度です。2015年4月にスタートしました。
ニッスイでは、この制度を活用し、血液・血管の健康維持に重要な機能性素材EPAと、脳や神経の発達に必要な
DHAを豊富に含んだ新ブランド「海から、健康EPA life」を開発。幅広い分野の商品をラインナップし、EPA+DHA
の含有量を★の数でわかりやすくお伝えします。

水産資源の持続的な活用を目指した、
ニッスイのEPA・DHA研究。
EPAやDHAは、魚から抽出した「魚油」に含まれる成分です。水産資源
の持続的な活用を目指し、ニッスイは1934年から「魚油」の加工利用
のための研究を開始。1970年代には健康に役立つEPAの効果に着目
した研究をスタートし、1980年代にはいわしの「魚油」から高純度の
EPAを製造する技術を世界で初めて開発しました。
ニッスイでは、さらに、DHAやオレンジラフィー油など、水産資源か
らさまざまな価値ある成分の抽出と活用に成功しています。

EPAのさまざまなカラダ改善効果。
EPAには、正常な中性脂肪値を維持する機能や、健康な心臓機能を維持する機能が科学的に裏付けられています。
また、血管年齢を若く保ったり、炎症やアレルギーを抑制するなど、さまざまなカラダ改善効果が期待できます。
ニッスイは、こうしたEPAの機能を大学や製薬会社との共同研究で解明し、医薬品やサプリメントを商品化してき
ました。

高度な抽出・加工技術により、「安全」と「おいしさ」を追求。
EPAの商品化にあたっては、ニッスイならではの抽出・加工技術が発揮されます。ニッスイでは、高度な精製技術・
精緻な分析技術により、医薬品レベルの高純度なEPAが供給可能。さまざまな技術の組み合わせで「魚油」中の環
境汚染物質やコレステロールも除去しています。
さらに、非常に酸化しやすいEPAを食品に配合するために、風味の劣化を抑える独自のマスキング技術を開発する
など、おいしくEPAを加工できる技術力を磨いています。

「海から、健康EPA life」は、ニッスイが長年培ってきたEPA・DHAの抽出・高度精製技術と、食品への加工技術の
結晶なのです。

「海から、健康EPA life」ブランドは、毎日
おいしく手軽にEPA・DHAを摂っていた
だけるよう、様々な商品をラインナップし
ていきます。商品のパッケージで、健康維
持に役立つEPA・DHAの含有量をチェッ
クしてください。

ブランドマークでは、お客様が商品を選ぶ際の目安となるように、
EPA・DHAの含有量を★の数で表記しました。

健康維持が期待できる
1日あたりの

EPA・DHAの摂取量は

900mg以上※

900mg

450mg

1日に必要な量を
摂取できます。

1日に必要な量の
1/2を摂取できます。

★1つを150mg とし、
★6つで1日に必要な

EPA・DHA量の900mgを
摂取することが

できます。

※日本人を対象にした
　観察研究JPHC研究より

「海から、健康EPA life」
〜おいしい健康習慣の提案〜

エ　パ

鹿島工場

短行程蒸留
エチルエステル化 EPAの

高度精製

脱臭精製

ダイオキシン等
環境汚染物質除去

蒸留物 抽出・精製 コレステロール

医薬品原体

・粉ミルク添加
・化粧品素材

・動脈硬化症
・高脂血症

EPA濃縮 EPA・DHA

つくば工場
いわし魚油
ペルー・チリ
成分分析・調達

EPAを抽出・高度精製を行う
鹿島工場

1934年、民間初の水産研究機関である
「早鞆水産研究会」を設立

「海から、健康EPA life」のラインナップ

毎日の食卓で
お会いしましょう!
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くらしとともに、地域とともに 「境港サーモン」始動
!

　銀ざけの稚魚は、内陸の淡水養殖
場で200〜300gに成長した段階で、
美保湾の沖合3kmにある生簀に移さ
れます。スタッフが荒波で生簀に行け
ない日も給餌できるよう、自動給餌機
が設置されました。

魚が疑似餌を食
べようと引っ張
ることを「もっと
食べたい」とみ
て制御。引っ張ら
なくなれば停止。
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※給餌時刻（季節に応じて設定）12月27日

16：30 16：40 16：50 17：00 17：10 17：20

16：30 16：40 16：50 17：00 17：10 17：20

給餌機

食欲センサー

食べているので給餌

餌
の
供
給
速
度（
g
／
分
）

引
っ
張
り
頻
度（
回
／
分
）

魚
の
食
欲

人手では時間をかけてじっくりと魚のペースに合わせることが難しい

設定した引っ張り頻度の下限値で給餌終了

誘導給餌 食べるかどうか確認起動率

　境港市に白羽の矢がたった理由は、まず「水温帯」でした。銀ざけの成長をうながすには、冬の水温が
10℃以上18℃以下が理想的です。境港市に面する美保湾は、こうした適水温の期間が長く、銀ざけは従来
に比べ1カ月以上も早く出荷できるサイズに成長しました。また、稚魚の養殖環境にも恵まれました。鳥取
県には中国地方の最高峰である大山があり、清冽な湧き水が豊富です。銀ざけは稚魚を淡水養殖場で成長
させるため、年間を通して水温が安定した湧き水が得られるこの地は、銀ざけの養殖に最適の環境でした。
　2011年12月、三陸・女川で培った養殖のノウハウを境港市に応用し、日本初の銀ざけの一貫生産
が試験的にスタートしました。

境
さ か い

港
み な と

サーモン

特集2

特集2

くらしとともに、地域とともに
  大   山の名水から日本海の荒波へ。

 養殖銀   ざけで、日本初の一貫生産を実現。
女川から境港へ。
東日本大震災の被害から
立ち上がる。

清冽な湧き水を活かした、稚魚の淡水養殖から販売までの一貫生産。

　世界のさまざまな料理の食材として活
用され、世界的にも消費量が伸びている
銀ざけ。その養殖事業は、ニッスイグルー
プの主要な事業の一つです。
　ニッスイは、銀ざけの養殖事業を、国内
では1980年代後半から、宮城県の女川
で開始。一時は年間2,000トン前後を生
産するなど、女川は銀ざけの一大産地と
して名を馳せてきました。しかし、2011
年3月に発生した東日本大震災により、女
川の養殖施設や工場は大きな被害を受
け、再建を断念せざるを得ない状況とな
りました。
　ニッスイでは、銀ざけの養殖事業をいち
早く再開すべく、候補地を検討しました。
そこで注目されたのが、日本海に面する鳥
取県境港市でした。

魚の食欲によりエサの量を変える、
自動給餌機を導入。

日々の食のシーンに安全・安心でおいしい魚をお届けする、
水産資源供給の新たな拠点として、
ニッスイグルーブは国内外でさまざまな魚種の
養殖事業の高度化に取り組んでいます。
そんな取り組みの一つとして、
鳥取県境港市で、銀ざけの養殖事業がスタートしました。
新ブランド「境港サーモン」の一貫生産を通して、
ニッスイグループはくらしと地域社会に貢献します。

始動!

北海道やカナダから
購入する一方、自家採
卵も行います。

大山の湧き水を活かした
淡水養魚場で、大切にふ
化されます。

成長した稚魚の多くは、淡水養魚
場から海面の生簀へ移動します。

200〜300gに成長したら、卵を採
取する種苗と、淡水で育てる「湧水
サーモン」を選別します。

1.0〜3.0kgに 育 っ た 魚 は、
「境港サーモン」として出荷
されます。

卵／ 12月

ふ化仔魚／ 1月

海面養殖（境港）／ 11月末〜12月

種苗生産

出荷／ 4〜5月

（鳥取県内4 ヶ所・岡山県鏡野町・徳島県阿南町）
（倉吉市関金・米子市本宮）

（淡水・大山周辺）

ふ化した稚魚は、鳥取県内4ヵ所の
淡水養殖場で育てられます。

稚魚／ 6月

卵をふ化させ、200〜300gまで育てる淡水養殖場。

　自動給餌機は「ニッスイAqualingual®」と
いい、魚が疑似餌を引っ張った回数により食
欲を測るセンサーを組み込み、食欲に応じて
餌の量を最適化します。これにより、餌の食
べ残しなどの廃棄物を削減し、海の環境へ
の影響を排除することが可能になりました。
　地球環境に配慮しながら、おいしい銀ざけ
を安定供給する。一貫生産体制ならではのメ
リットです。
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くらしとともに、地域とともに 「境港サーモン」始動
!

特集2

地元の熱い期待を集める新ブランド
「境港サーモン」。

地域の応援に応え、
地元の社会に貢献する活動を
続けます。

　境港市は、ベニズワイガニ、アカガレイ、スルメイカで
日本トップクラスの水揚げを誇る、魚の町です。「境港サー
モン」は、春を代表する新しい地域のブランドとして、鳥取
県の主要な水産物の一つとなっています。
　「境港サーモン」は、日本海の速い潮流と荒波に育まれ、
豊富な運動量によって身がしまった、良質の銀ざけです。
また、山、そして川からの栄養と海が混じり合う美保湾の
環境も、おいしいサーモンを育みます。そこに100%活き
〆出荷の超高鮮度が加わり、「境港サーモン」は境港市の新
しい顔になったのです。

「弓ヶ浜水産」では、環境保全活動にも積極的に取り組
んでいます。工場には、銀ざけを活き〆した際に出る血
水などを回収して処理する排水処理設備を完備。また、
2015年より太陽光発電システムを導入し、年間約233ト
ンのCO2を削減しています。海とともに生きる企業として、

「弓ヶ浜水産」は今後も環境保全に貢献していきます。

　2011年末、銀ざけの養殖事業を境港に移転する際、
ニッスイグループは市をあげて応援していただきました。
2014年からは、地域のイベントで地元の高校の皆さんに

「境港サーモン」を紹介していただいています。
　また「弓ヶ浜水産」は、保育園の先生がつくった紙しばい

「さけのギンちゃん」の出張授業や、「海とさかな」体験学
習に協力しており、地域社会に貢献する活動を本格化して
います。
　魚の町・境港市で、ニッスイグループは、地域の皆さん
の働く場として、地域社会に貢献していきます。

「境港サーモン」の養殖事業を
一貫操業する「弓ヶ浜水産」。

「弓ヶ浜水産」の環境保全活動。

特集2 くらしとともに、地域とともに

地域社会に貢献する
養殖事業を推進する、
ニッスイグループの取り組み。

生簀より生きたままフィッシュ
ポンプで水揚げされた銀ざけは、
その場で活き〆処理されます。

食の安全性の国際基準HACCP認
定基準に則った工程で加工しま
す。衛生管理に加え、廃棄物の
処理も万全です。

水揚げから最短10分間で箱詰め。
パッケージにはバーコードで品
種や個数などを記載し、緻密なト
レーサビリティを可能にします。

　2011年12月に試験的な養殖を開始して以来、
「境港サーモン」は着実に生産量を増やしてきま
した。その結果を受け、2013年11月には事業化・
本格操業が決定。その運営会社として設立された
のが、「弓ヶ浜水産」です。
　「弓ヶ浜水産」では、最初に卵を採取する種苗生
産から稚魚の淡水養殖、海面の生簀への移動、加
工・出荷までを一貫管理します。

弓ヶ浜水産

排水処理設備太陽光発電システム

加工にあたっては、生簀を工場敷地に横付けし、フィッシュポン
プを使った水揚げや工場敷地内で活き〆処理を駆使して、水揚
げから最短10分間で箱詰めする超高鮮度を実現。これまで焼
き魚にするのが一般的だった銀ざけが、刺身や寿司ネタとして
もいただけます。また、加工工場では、全工程を管理することで、
廃棄物の完全なコントロールを実現しました。
　「弓ヶ浜水産」では、「境港サーモン」に続き、「大山ギンギン活〆

（かつじめ）大山湧水（だいせんゆうすい）サーモン」や、ブリ、サ
バなど多様な魚種の養殖にチャレンジ。養殖・加工の一貫機能
を活かした付加価値の高い商品をお届けしていきます。

9Environmental Report 20152015Environmental Report8



地球環境とともに
環境マネジメント

地球環境とともにサプライチェーンを通じた
環境負荷の低減

世界の海と食卓を結ぶあらゆるプロセスで、
環境負荷の低減に努めています。

全社的な環境マネジメントシステムに基づき、
持続可能な社会の構築に取り組みます。

ニッスイは、環境憲章の行動指針に基づき全社的な環境マネジメントシステムを構築しています。事業活動の
あらゆる局面で発生する環境負荷を最低限にとどめ、自然環境および生物多様性の保全と資源の持続的利用に
配慮した活動を推進。CO2排出量削減、廃棄物削減、水使用量削減の3つの項目で数値目標を定め、持続可能な
社会の構築に取り組んでいます。

原料の調達から、製造・加工、物流、そしてお客様の食卓まで。ニッスイは、事業のあらゆる局面で発生する
資源やエネルギーの使用状況、廃棄物などの排出状況を数値で把握し、サプライチェーンを通じた環境負荷
の低減に努めています。

環境マネジメントの体制 2014年度の資源やエネルギーの流れ
ニッスイは環境委員会を設置して、グループ全体の環境保全への取り組みを統括・推進しています。また、各事業分野
の事業所およびグループ会社ごとに環境マネジメントシステムを構築し取り組んでいます。

● グループ全体の環境への取り組みに
　関する基本的事項の協議・決定
● 環境保全活動の推進、進捗管理
　＊2014年度は2回開催

● グループ全体の環境への取り組みに関する
　施策の企画・提案
● 各事業分野の環境負荷削減状況の進捗確認、
　情報発信
● 好事例の横展開

● 各事業分野の活動状況の進捗確認、
　情報交換
● 好事例の横展開
　＊2014年度は2回開催

環境オフィス

環境担当者会議

環境委員会
委員長：社長

食品事業 ファインケミカル事業 物流事業水産事業
各事業所・グループ会社 各事業所・グループ会社 各事業所・グループ会社 各事業所・グループ会社

海洋関連・エンジニアリング
ほかの事業

各事業所・グループ会社

環境委員会 環境オフィス 環境担当者会議

ISO14001の認証取得
ニッスイでは、環境マネジメントシステ
ムの国際規格であるISO14001の認証
取得を推進しています。2015年6月末
現在、ISO14001の認証を取得している
事業所は、直営事業所および国内連結子
会社・グループ会社を合わせて62事業
所です。

環境リスク管理
2014年度は、ニッスイの事業所におい
て、環境に重大な影響を与える事故・ト
ラブルの発生はありませんでした。ま
た、前年度に引き続いて、大気、水質、臭
気、騒音、振動に関わる法令等の基準を
クリアしています。食品リサイクル法、
省エネ法、地球温暖化対策推進法につい
ても遵守しています。

環境教育・啓発
環境教育では、従来からの新入社員教
育や環境担当者会議での教育に加え、
地球環境の現状と持続可能な社会の構
築へのニッスイのステップを知る生物
多様性に関する環境教育を実施してい
ます。2014年度は5事業所82人が受講
しました。

世界中で原材料を調達するとともに、資源と地球環
境を大切にしています。また、資材・包装材・梱包材
の使用削減、グリーン調達にも努めています。

水産資源の持続的利用に配慮しながら、おいしさと
品質にこだわった水産食材や食品、健康に貢献する
機能性素材など、多様な価値を創造しています。

お客様のもとで消費され、廃棄物となる商品の容器包装の削減にも取り組んでいます。

動植物性残渣、廃油、汚泥など
発生量：33,378t
リサイクル量：30,740t

（リサイクル率約92.1％）
処理・処分量：2,637t

購入電力：205,131千kWh
A重油：5,837kL
灯油：871kL
軽油：2,717kL
都市ガス：15,433千m3

LPG：2,539t

CO2など  CO2：181,930t-CO2

注） INPUT、OUTPUTの数値データは、報告対象組織に示した日本水産（株）
個別の事業所と国内の連結子会社・一部のグループ会社のデータです。

水産資源へのアク
セスを強め、安全・
安心でおいしい水
産食材（鮮魚・冷凍
魚）を安定して提供
します。

水産資源を活かし
たR&D技術により、

「EPA」や「DHA」な
どの機能性素材を
創出。健康分野で
のより大きな貢献
を目指します。

食生活の変化への
対応やシニア向け
食材の提案など、

「食」を通して社会
に貢献する新たな
価値を創造します。

船舶の建造や運航、食品加工
分野の設備・機材の販売、海洋
研究支援業務など。

水産事業

物流事業

食品事業 ファインケミカル事業

2014年度

市水・井戸水・工業用水：3,592千m3

水資源

エネルギー

廃棄物

水系・下水への排出

大気への排出
排水・BODなど

その他

〈水産加工品〉 〈練り製品〉 〈冷凍食品〉 〈缶詰・びん詰〉 〈健康食品〉〈フィッシュソーセージ・ハム〉

おいしさとともに、食べやすさや、安全・安心に徹底的にこだわった商品をお届けします。

物流の効率化と環境配慮を両立させたバリューネット
ワークを構築。さらに、これまで培った技術と人材を
ベースに海や食に関わる幅広い事業を展開します。

冷蔵倉庫事業、総合的な物流事業
を受託する3PL事業、海上国際物
流を展開。保管容量の拡大により、
物流効率の改善と進化を図ります。

原料
素材

調達
加工

物流
その他

お客様

商品
サービス
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地球環境とともに
CO2の削減

蒸発器交換による環境負荷低減（モガミフーズ）
ニッスイグループのモガミフーズでは、煮付け自動化ラインのスパイラル冷凍庫の部品
である蒸発器のフィンを交換することで、製品温度が大幅に低下でき、風量調整も合わ
せて実施することができました。その結果、予想以上の省エネ効果をあげています。

排温水排熱の再利用によるCO2削減（八王子総合工場・戸畑工場）
八王子総合工場と戸畑工場は、ソーセージレトルトの製造過
程で発生する排温水排熱を利用するボイラー給水加温シス
テムを導入。省エネによるCO2排出量削減に取り組んでい
ます。八王子総合工場ではまた、敷地内にソーラーパネルを
設置して太陽光発電を行ったり、照明に太陽光採光装置を利
用するなど、工場の各所でCO2削減を推進しています。

事業活動のさまざまな局面で、
CO2排出量の計画的な削減を進めています。

地球環境とともに
生物多様性の保全

地球温暖化の原因の一つとされるCO2排出量の削減に向けて、数値目標を定め、グループが一体となった計画
的な取り組みを進めています。さまざまな局面での省エネルギーや節電、CO2排出係数の小さいエネルギーへ
の転換、再生可能エネルギーの利用などを通じて、CO2排出量の削減を推進します。

CO2排出量

CO2排出量削減の取り組み

環境意識向上活動 〜海と大地との共生〜
ニッスイグループでは、森を守ることが良質な湧き水をはぐくみ、森で生まれた栄養分が川を通じて海へ送られ、水産
物を育てることにつながることから、従業員が自主参加できる環境意識向上活動を推進しています。2014年度には、
葉山海岸で里海保全体験講座、宇津貫緑地で里山保全体験講座を実施し、2013年度からの河川保全体験と合わせて
循環連携を完成させることができました。

日本初のASC認証取得への取り組み

サステナブル・シーフード・ウィークへの賛同

ニッスイグループの黒瀬水産（株）では、2010年から立ち上げられたブリ類ASC認証＊

策定の取り組みに参画し、パイロット監査に向けた準備を進めています。パイロット
監査とは、ASC基準に基づいた監査マニュアル作成のための実地検証であり、将来の
本審査の準備を整えるための取り組みです。
＊ASC認証:WWF（世界自然保護基金）などが2010年に立ち上げた、持続可能な養殖業であること

を証明する第三者認証。

持続可能な水産物を供給・消費することの重要性を呼びかけるサステナブル・シーフード・ウィークが、WWFジャ
パン・MSC日本事務所の主催で2014年6月5日〜15日に開催されました。ニッスイはこのキャンペーンに賛同企
業として参加しました。

蒸発器

ソーラーパネル（八王子総合工場） ボイラー給水加温システム（戸畑工場）

海と大地との共生（海への貢献）
2014年11月22日、葉山海岸をフィールドに里
海保全体験講座を実施しました。ニッスイとグ
ループ会社の従業員、その家族の計30名が、
海辺の保全や生き物について学びました。

葉山海岸オーシャンファミリー

2014年5月24日、東京イノベーションセンターの隣地で
ある宇津貫緑地をフィールドに、里山保全体験講座を実施
しました。ニッスイ従業員とその家族28名が、里山の多様
な生物にふれ、その保全について学びました。

宇津貫里山保全体験
2013年11月9日、ニッスイ従業員とその家族38名が
多摩川の岸辺・稲田公園おさかなポストに集まり、在来種
の魚を再放流する作業などを通じて、河川の保全や生物
多様性について学びました。

多摩川おさかなポスト

森・川・海の循環連携
里山里海保全

里山保全体験

里海保全体験

河川保全体験

海

川森

［2014年度 CO2排出量品目別発生割合］
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※購入電力量のCO2排出量は、電気事業者のCO2排出係数を使用して算出しています。

2011年度の電気事業者の
CO2排出係数を使用した場合

各年度の電気事業者の
CO2排出係数を使用した場合

水産物を事業基盤とするニッスイグループにとって、生物多様性の保全は重要な使命の一つです。ニッスイ
グループは、「環境憲章・行動方針」に生物多様性の保全を明記し、海の生態系と調和する水産資源の持続可能な
活用を目指します。

海の生態系を守ることは、
ニッスイグループの使命です。

目標 2011年度実績を基準に3年間で3%削減
（2011年のCO2排出係数を使用）

ニッスイグループは、2011年度実績を基準に、CO2排出量を3年間で3%削減する目標を立てています。最終年度と
なる2014年度、国内グループ会社のCO2排出総量は181,930トンで、前年比0.5%の増加となりましたが、2011
年のCO2排出係数を使用した場合、2011年度比2.9%の削減となり、3か年計画はほぼ達成することができました。
使用しているエネルギー別のCO2排出内訳は、電力が55.1%（前年度55.4%）と2分の1以上を占め、続いて都市ガス
が22.7%（前年度21.4%）、A重油が10.5%（前年度11.4%）などでした。

実績 2011年度比2.9%削減
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地球環境とともに
水使用量の削減

地球環境とともに
廃棄物の削減とリサイクル

包装ライン清掃のムダをなくし、年間850㎥以上の使用水を削減（八王子加工食品第一工場）
包装ライン清掃の手順を見直すことで、作業の負担を軽減し、
使用する水も削減する。そんな取り組みが、八王子加工食品第一
工場で成果をあげています。この取り組みでは、まず清掃作業の
順序とそれぞれの作業時間を整理し、水をできるだけ使わずに
きれいにする方法を検討。床の水流しの方法を標準化する一方、
もっとも時間のかかっていたライン掃除に泡状にした洗剤を使
用したところ、ガンコな汚れも簡単に落とせ、清掃作業の負担も
軽減できました。
この取り組みの改善効果として、年間の使用水が850㎥以上削減
でき、清掃工数も年間334.5時間削減しています。今後も、従業
員一人ひとりが共通の問題意識を持ち、さまざまな作業の改善を
図っていきます。

限りある水資源を守るため、
節水や水の再利用に取り組んでいます。

国内の直営工場すべてのゼロエミッション＊1を目指し、
廃棄物の削減と再資源化を推進します。

限りある資源を最大限有効に活用するため、事業活動を通じて発生する廃棄物の3R（スリーアール）＊2に努めています。
国内の直営工場はすべてゼロエミッション＊1を目指し、廃棄物の削減と再資源化を促進。また、容器包装廃棄物は2014
年度までに原単位10%削減（2011年度比）を目標に、廃棄物の削減とリサイクルに継続的に取り組んできました。
＊1	 ゼロエミッション：廃棄物の99%再資源化を目指すニッスイの取り組み。
＊2	 3R：2000年に循環型社会形成基本法において導入された、廃棄物やゴミを減らすためのキーワード。Reduce（リデュース）=減らす、

Reuse（リユース）=繰り返し使う、Recycle（リサイクル）=再資源化する、の頭文字をとったものです。

地球上の水で、くらしに利用できる淡水はわずか0.8%にすぎません。事業の基盤となる大切な水資源を守るため、
ニッスイグループでは工場での節水や水の再利用などによる水使用量の削減を計画的に推進しています。

水使用量
ニッスイグループでは2013年度比1.3%削減を目標に水使用量削減に取り組みました。その結果、2014年度の水使
用量は3,592千ｍ３で、前年度比1%増とほぼ横ばいとなり、目標を達成することはできませんでした。事業別では
全使用量のうち82%が食品事業でした。生産量増加の影響もあり原単位では水使用量は減少しておりますので、
今後も清掃方法の工夫、使用量の見える化など、節水に向けた工夫に継続して取り組んでいきます。
なお水の供給源の内訳は、井戸水が53.9%、市水が28.2%、工業用水が17.9%でした。

廃棄物発生量とリサイクル量
ニッスイグループは、2013年度比1.1%削減を目標に廃棄物削減に取り組みました。その結果、2014年度の廃棄物
発生量は33,378tで、前年度に比べ5.2%増となり、目標は未達となりました。廃棄物の品目別では、動植物性残渣が
38.8%ともっとも多く、汚泥18.4% 、紙くず17% 、廃プラスチック類15.4%でした。
2014年度のリサイクル量は30,740t（前年度30,270t）でした。リサイクル率は92.1%で、2013年度の95.5%に比
べ減少しました。汚泥及び動植物性残渣のリサイクル率が低下したためです。
容器包装廃棄物については、2011年度比原単位10%削減を目標として取り組んできましたが、一袋当たりの製品重
量低下の影響が大きく、原単位としては3.5%増加し目標を達成することはできませんでした。総量では388t削減し
ました。ゼロエミッションについては9工場中5工場が達成しました。

容器包装廃棄物削減の取り組み
ニッスイは、商品の包装容器の軽量化・材質変更を進め
ています。写真の「白身魚とタルタルソースのフライ」は、
トレーのサイズを見直すことで33%軽量化することがで
きました。また、袋のア
ルミ素材をなくしプラス
チックのみにすることで、
リサイクルできるように
しました。

廃棄物削減の取り組み
水使用量削減の取り組み

リサイクルをはじめとするエコ推進活動（姫路総合工場）
姫路総合工場では、エコ推進委員会を中心に環境保全
活動に取り組んでいます。中でも廃棄物削減につい
ては、エコ推進委員がリサイクルの現場を視察した内
容を手作りの掲示物で
報告したり、ゼロエミッ
ションについてのクイ
ズの出題、エコポスター
&フォトコンクールの実
施など、多彩な方法で従
業員の環境意識を高め
ています。 エコ推進委員によるリサイクル現場視察 容器包装の削減事例

「白身魚とタルタルソースのフライ」
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社会とともに
地域社会との共生

地域社会との共生

地域や社会とのつながりを深める、
ニッスイグループだからこそできる活動を続けます。

ニッスイグループは、水産資源から多様な価値を創造する企業として、
「海とさかな」や「地域貢献」「食」に関わる活動を通じて、
社会や地域とのつながりを深めていきます。

33回目を迎えた「海とさかな」自由研究・作品コンクール

地域社会に貢献するニッスイパイオニア館の活動

ニッスイグループ「クリーンアップ作戦」を実施

身近な視点から
環境・社会貢献をうながすecoレター

小学校などから工場見学を受け入れ
ニッスイは朝日新聞社、朝日学生新聞社主催の「海とさかな」自由研
究・作品コンクールに協賛し、2014年度で第33回となりました。将来
を担う小学生に、海とさかなへの関心や理解を深めてもらうことが目
的です。
今回の応募作品は31,741作品（前回実績:31,159作品）で、全国の
小学校・団体・海外の日本人学校などから31,769名が参加しました。
2014年12月6日には、ロイヤルパークホテル（東京都中央区）にて、
入賞者とそのご家族をお招きして表彰式を開催しました。

ニッスイパイオニア館は、2011年8月、ニッスイ創業100周年を記念
して、北九州市戸畑区のニッスイ戸畑ビルに開設されました。水産業
研究者などへの情報提供や、地域社会への貢献、教育支援などを目的
とした活動を続けています。
2014年9月には、北九州市で開催されたウォーキング大会に参画しま
した。沖縄のミスコンテスト優秀者3人も応援に駆けつけるなど、来場
の皆さんに喜んでいただくことができました。

ニッスイグループでは、各拠点の従業員による地域清掃活動「クリーンアップ作戦」を推進しています。2014年6月に
行われた第8回「クリーンアップ作戦」には、ニッスイグループ会社の84事業所から1,227名の従業員が参加。海開き
の前ということもあり、海岸清掃に取り組んだ事業所もありました。2014年度は10月にも「クリーンアップ作戦」を
実施し、88の事業所から1,203名の従業員が参加しました。

ニッスイ環境オフィスでは、従業員に対し定期的にeco
レターを発行し、環境意識の向上に努めています。
ecoレターでは、世界の森林と食卓との関わりや、森・
川・海のつながりにふれるフィールド体験、くらしの
中でのゴミ減量作戦など、身近な視点からの環境・
社会貢献を提案。従業員による自発的な活動をうな
がしています。

ニッスイおよびニッスイグループでは、地域の小学校
などからの工場見学、中学校や特別支援学校の職場
体験学習などを受け入れています。工場見学では、
地元の親子などを対象に実際に「ちくわ」や「おさか
なのソーセージ」「揚げ物」「ピラフ」などを手作りする

“食品づくり体験教室”を行っており、おいしさの秘
密や安全・安心の商品作りを学びます。また、工場内
に設けたビオトープの見学や、子供達を招いてリサイ
クルによる布草履作成教室を開催するなど、環境意識
の向上と、地域の皆様との親密なコミュニケーションを
図っています。

第33回「海とさかな」自由研究・作品コンクール表彰式

安城工場でビオトープを見学

姫路総合工場でちくわ作りを体験

姫路総合工場でのリサイクル布草履教室
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売上高 （2011－2014年度／連結・個別） 営業利益 （2011－2014 年度／連結・個別）

従業員数 （2011－2014年度〈3月末現在〉／連結・個別） 連結子会社数 （2011－2014 年度〈3月末現在〉）

［百万円］

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

2,780

2013 ［年度］

13,931

△780
20122011

541

連結  　　個別

［社］

0

10

20

30

40

50

60

70

［年度末］2013

6161

2011

6565

2012

6161

連結  　　個別［名］

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

［年度末］2013

2,4942,494

2011

21,89821,898

2,5312,531

2012

2,5212,521

19,86319,863

0

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

［百万円］

［年度］2013

604,249

333,975

2,846

2014

18,110

2014

5959

2014

2,4722,472

18,72918,729

2014

638,435

350,683

5,809

2011 2012

566,858

329,845

538,030

330,064330,064

連結  　　個別

18,97218,972

9,553

会社概要（2015年3月末現在）

日本水産株式会社

〒105-8676  東京都港区西新橋 1-3-1 西新橋スクエア

1911（明治 44）年

1943（昭和 18）年

23,729 百万円

水 産 事 業 ：
食 品 事 業 ：

ファインケミカル事業   ：
物 流 事 業 ：

水産物(生鮮魚・冷凍魚・油脂（魚油）・ミール（飼料））の漁獲・養殖・買付・加工・販売
冷凍食品、缶詰・びん詰、その他の加工品（フィッシュソーセージ・ハム・練り製品・
チルド食品・調味料）の開発・製造・販売
一般医薬品、医薬原料、健康食品の製造・販売
冷凍・冷蔵保管、冷凍・冷蔵貨物の運搬

商 号

本社所在地

創 業

設 立

資 本 金

主 な 事 業

「ニッスイ環境報告書2015」
を読んで

第三者意見

日本水産株式会社
執行役員

環境オフィサー
  伊勢宗弘

　本報告書の冒頭に、「地球や海の資源を持続
的に有効利用する、CSRに根差した経営を推進
する」と書かれており、資源を大切にし、地球や
海に感謝の心を持って接することを企業姿勢と
し、CSRを大事にしていくという決意を期待さ
せます。続くページでは、創業の理念・環境憲章
と中期経営計画「MVIP2017」が紹介され、水産
資源を核に独自の技術力で多様な価値を創造し
ながらも、環境理念を順守していくことが示さ
れています。
　特集では、「海から、健康EPA life」と題した
おいしい健康習慣の提案、境港サーモン事業を
紹介しています。この40年で日本人の肉摂取量
は4倍になり、様々な影響が懸念されています。
EPAやDHAによる食を通じた健康への貢献を
進めながら、境港では養殖銀ざけで日本初の一
貫生産を実現し、地域社会にも大きく貢献する
様子が示されています。特に、大学の研究室規

刑部先生には貴重なご意見をいただきありがとうございました。
ご指摘いただきましたように、ニッスイグループは、創業の理念、環境憲章に基づき、中期経営計画

「MVIP2017」において、「地球や海の資源を持続的に有効活用し、環境を大切にする」ことを基本方針と
しています。
今回、水産資源からニッスイ独自の技術で抽出、加工したEPAを、人々の健康生活に幅広くご利用いただく
べく「海から、健康EPA life」ブランド商品の提案をさせて
いただきました。
又、新たな養殖事業として「境港サーモン」をスタートさせ、
地域社会に貢献する活動を続けて参ります。
従来から取り組んできた様々な社会貢献活動と合わせて、環境
への取り組みをCSRの取り組みの一環として進めて参ります。
今後ともご指導賜りますよう、お願い申し上げます。

模では行われていた自動給餌機を大型化・実用
化することによって、残餌等を大幅に削減し海
の環境保全に貢献していることは素晴らしいと
思います。
　さらに環境マネジメント体制の構築、サプラ
イチェーンを通じた環境負荷の低減、生物多様
性の保全、廃棄物の削減とリサイクル、水使用
量の削減等の多様な取り組みが示され着実な進
展が示されました。一方、CO2の削減に関して
は、自助努力による削減目標は達成できました
が、実際は震災後の電力排出係数の上昇によっ
て多少上昇しています。今後の再生可能エネル
ギーや省エネ等のさらなる導入による削減が待
たれます。最後の地域社会との共生のページに
ある社会貢献活動にみられるニッスイらしい取
り組みも、重要なCSRとして今後さらに発展さ
れることを期待します。

PROFILE
専門はエネルギー環境工学。2002年ス
マート研究会を立ち上げ、新しいエネル
ギー構想を発表した。震災後の東北に過
疎高齢化に対応した仕組みを提案して
いる。文化庁芸術祭大賞等を受賞した
NHK番組「メルトダウン」シリーズの事
故分析にも協力。最近は、ブルーカーボ
ンによる環境保全活動も行っている。

おさかべ　 まさひろ

第三者意見を受けて

国立大学法人
 東京海洋大学大学院

教授　刑部 真弘 氏
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